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チ ョット*ひ とこと

風
車
と
鳥
の
問
題
か
ら

ワシの研究 を してい る関係で、風車 と鳥類保全 との問題 に

関わ るようになって7年 ほ どがたつ。 当初 はほ とん ど知 られ

てい なか った この問題(鳥 類が風車 に衝突 して死亡す る、風

車建設が鳥類の生息環境 に悪 影響 を・与えるな どのこ と)も 、

ゆ っ くりで はあ るが世問 に も浸透 しは じめ、私 の考 え方 、問

題の捉 え方 も情報が増 えるに従って二転三転 して きた。

現在 、国の温暖化対策 と して風車 を造 る ことが建設 の前提

となっているが 、国の方針 を示す地球温暖 化対策推 進大綱や 、 環境 省のHPな どで

公 開 されてい る近年の温暖化 ガス排 出量増加等 に関わ る資料 を読 んでい ると、その

前提 、つ ま り風車が温暖化対策 として全面 に押 し出 されて いるこ とが疑わ しく思 わ

れ て くる。風車 を建 てる と同時に温室効 果ガスの削減が行 われないのなら、効果 は

望 めない。 しか し、その削減努力 はかな り不十分な ようで 、現実 には削減 どころか

増加 して しまっている。 また、人口が減少 しているに も関 わ らず 、そ して省エ ネを

進める方針であるにも関わらず、国策は2010年 まで電力需要は増加 し続けることを前提 として

いる。鳥の問題以前に、より快適(と いうより贅沢)で 便利な生活を追及 したまま温暖化ガス

の排出を減 らす、なんていうムシのいい話が現実的に成立するのだろうか?も っと強力に省エ

ネを進めることが急務なのではないのか?

本来、鳥類の重要な生息地に風車を建設 しなければならない理由として挙げられるべ きなの

は、省エネを進めて、化石燃料を使用する発電電力量を減らして、それでも足 りない分 を風車

によって賄 うため、といった図式であろう。研究者らしく、個体群存続に問題のない衝突死亡

数はどの程度か … といった話に終始するためには、国策で保護対策が とられ、とりわけシ

ンボリックな種であるオジロワシなどの死の重さ以上に、風車が真 に温暖化対策に貢

献 し、彼 らの死が無駄死にはならないことが明確でなければ、私は納得 しないだろう。

知るほどに疑問が出て きて、今の国策は省エネを進めると困る立場の人たちが作った

のでは?新 エネルギーの 目標比率が少ない割合に抑えられているのにも何か訳がある

のは?と 懐疑的になってくる。

この問題について追求することは、鳥類の保全 という枠 を越え、 日本のエネルギー

問題や温暖化への取 り組み方について私たち一人一人が現状 を知 り、考え、実行する

ための きっかけともなる。かな り複雑な問題で、公開されている情報 にも不透明感が

あるけれ ど、皆 さんも、大綱や環境省、電気事業連合会、NEDOな どのホームペー

ジで公開されている資料 を見比べつつ、いろいろ考えてみて ください。

(当協会理事 ・網走市在住)
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侵幸 告

「審議不十分のままゴーサインの出た北見道路」

北海道教育大学岩見沢校助教授 武 田 泉

北見バイパスは 「一般国道39号 線北見道路」が正式名称で、北見市南郊の丘陵部 を トンネル ・橋で貫

く10.4km自動車専用道路である。北海道開発局の施行のため、無料開放 を予定 している。この道路は既

に工事は着工 されており、道路本体工事の本格着工直前の取 り付け道路や橋脚の建設準備 もなされ よう

とている。

開発局は、昨年末押 し迫った12月27日 に事業審議委員会を開催 した。この部外委員による第三者機関

は事業着手から10年を経ている事業の再評価を審議するものである。北見道路については、北見の市民

団体から意見書が提出されたため、座長見解によって異例の現地調査 も、12月16日 に行われている。

この日は案件が全15本 中の1つ として、北見道路が審議された。13時半の審議開始か ら、終了は17時

をかなり廻った時刻 となった。まず当局側から事業の説明がなされ、続いて提出 された意見書へ 回答 し

た(こ の部分配布資料無し)。説明後、委員からの質疑の中で、支障木の伐採3万 本や、モニタリングの

影響範囲 ・期間、失われる自然の価値の評価、事業費額の妥当性、等があがったが、 とりわけ、交通工

学が専門の委員(北 大工学部教授)か らの、当該バイパス建設時における将来交通量 の数値 を巡 って、

当局側は回答に窮し、再同答を余儀な くされた。北見市内の=当該バイパスの24時 間交通将来量が6,000～

8,000台であるのに、北見市郊外(債 戸)で の現況交通量が千数百 台、北見駅前の国道39号 線で3,000台程

度であ り、その交通量は交通工学の常識から全 く有 り得ない数値で推計方法に疑問がある、 とい う内容

であった。この点について、他の案件が終了した16時半過ぎから、再度説明を行 うとい う異例の展開 と

なった。 しか し再開後は、当局側は納得が出来る十分な説明は行われず、質問 した委員が委員長に対 し

て 「この審査会は全員一致が原則か?」 と問い質 した。そ うした中、委員長(北 大経済学部教授)は

「委員の質問も当該事業の必要性を否定する訳ではない筈だ。」と勝手に総括 して、事業推進にGOサ イン

を出して しまった。全 くこの議論に合理性に乏しく、茶番としか言いようのない幕切れであった。次に

年度末を控えた時期に、北見道路に接続する高速道路(北 海道横断自動車道網走線)が 緊急整備区間と

なり、着工を目指 して訓子府～北見間(昨 年5月)に 引き続 き、支庁界～訓子府問(3/16)、 小利別～

支庁界問(3/20)と 矢継 ぎ早に地元説明会が開催された。訓子府説明会での配布資料 によると、この

高速道路は主 として北見 ・網走方面 と千歳 ・苫小牧方面の流動が想定され、遠 く室蘭 ・函館方面 も視野

に入っている一方で、道都 ・札幌はあまり想定されていない。つまり札幌へは、別ルー トの遠軽 ・旭川

経由がメインであり、オホーツク圏から道央圏は贅沢にも2つ のルー トを建設 したい、 との意思表示で

ある。また道路特定財源の縮小の懸念の中で、予算が付いた間に何が何でも建設 したい、実際の交通機

能よりも建設業界に仕事を与えたいという、当局の姿勢が見え隠れ している。さらに3月2日 には、美

幌町内のJR石 北線で普通列車が踏切事故で木材を満載 した大型 トレーラーに衝突 して重軽傷者を出す に

至った。

この際、この踏切の道道が実は抜け道 として大型車の通行が従来から多 く、特に網走か ら釧路方面へ

の通行が多いと指摘 された(北 海道新聞報道による)。この区間には、北見バイパスと同様に高速道路延

長線の美幌バイパスが 「飛び飛び」に建設されているが、利用度は低い。また地元住民によると、現時

点では部分開通の美幌バイパスは、女満別空港アクセス以外に利用することは無いという。つまり、部

分建設ではバイパス効果が顕著にならない。北見バイパスも全 く同様で、この ままでは 「使 われない無

駄な道路建設」は、貴重な自然を破壊 して将来に禍根を残すだけである。
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ポ ロ トの森 で糞 さが し 八木橋 諭
(会 員)

JR白 老駅から徒歩で10分 ほどのところにあるポロ ト湖は、ポロト自然休養林の玄関口になる周囲4

kmほ どの湖である。

総面積約400haの 休養林には湖の他に川や湿原があ り、四季を通 してキャンプ ・散策 ・自然観察等で多

くの人に親 しまれているが、この森をフィール ドとしている地元の自然観察 グループが毎月それぞれの

テーマで観察会を行っている。

2月 には 「エゾモモンガの痕跡探 し」をテーマにしたグループの観察会があった。

夜行性のエゾモモンガは日中に活動することはめったにないので、その姿を見るには 「ね ぐら」 を見

つけなければならない。

エゾモモ ンガの多くはキツツキ類の古い巣穴や樹洞を利用 して生活 しているので、見当をつけた木や、

その周辺のモモンガが食料を調達していると思われる木の ドの糞や食痕を探 し、その穴が実際に使われ

ているのか確認 しなければならない。

観察会では、大量の糞が見つかった木の近 くには数個の穴がある木 も見つかった。果た してこの穴か

らエゾモモンガが顔を出 し愛らしい姿を見せて くれるのか、そしてあの華麗な滑空 を見せて くれるのだ

ろうか…。

エゾモモンガの他にも数多 くの野鳥や動植物が生息 し、日本の 「遊歩百選」に も選定 されているポロ

トの森に、エゾアカガエルの大合唱が聞こえ始めると春 もす ぐそこである。また、毎・年一部の

心ない入に踏みつけられ、悲鳴をあげている湿原の ミズバシ ョウも健気に春を迎える準備 を

していますが、「ポロトの森の住人」である動植物には優 しい気持で接 してくれることを願っ

ています。(白 老町在住) 北 罰
蘭 越 に お け る=:ホ ンザ リガ==生 息 調 査 一一一一

大 表 章 二

(会 員)

各地の

2004年 にニホンザリガニの生息調査を町民の皆 さんに呼 びかけた ところ、幼児

か ら大人まで35名 もの方が集まりました。そこで 「蘭越ニホンザリガニ探検隊」

という組織 を作って活動 しました。町民から寄せられた情報や地図をもとに、生息 していそ うな場所 に

出かけ、15分 間に見つけたニホンザリガニについて雌雄の別や体長、体重、周辺環境などを記録 しまし

た。その結果7月 から10月 までに27箇所中10箇所で400尾 の生息を確認 しました。

翌年からは私個人が調査を続けています。調査内容 も生息数のみに限定 して、細 く長 く続けようと思っ

ています。なお 「蘭越ニホンザリガニ探検隊」は 「蘭越 自然探検隊」 と改称 し、活発に活動 を続 けてい

ます。

3年 間の短い調査でも、減少の…途をたどっていることが うかがえます。調査 した54箇 所中生息 を確

認で きたのは17箇所だけです。一見生息適地と思われても、生息を確認できない ところが数多 くあ りま

した。違いは湧水の有無です。生息地には湧水があ りました。湧水があって も見 られないことはあ りま

すが、湧水が無い場所では、必ずといっていいほどみつか りません。湧水が流れ出す とす ぐに農薬など

の汚染物質が混入 し、生息に不適な水になって しまうことが考えられます。

.廷 粒 ザリガニ瑚:ヒ髄 とdヒ東北にしか鶴 しない種で絶滅力糊 されてい ます・今後生息環境 を破

繋 轡 騰 響1…綜轡 しでもニホンザリガニの保全のために役立てていきた嚇 醜翁
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平成18年 度北海道地域文化選奨受賞 水尾 君尾
(ユウパリコザクラの会事務局長)

地域に根ざした独自の文化活動 を行い、地域文化の振興に貢献 している団体に贈 られる北海道地域文

化選奨は、平成19年1月27日 ユウパリコザクラの会が受賞 しました。!8年前、夕張岳のスキー場開発

計画を阻止 し、その後、国の天然記念物指定を実現、更に、高山植物の盗掘防止パ トロールを続け、一

貫して夕張岳の保護活動を続けてきたことが認められました。選考委員の先生は 「過去の活動の歴史に

ではなく、将来も続 くことjを 条件に、158団 体の中から、全員 救 で当会に決定した経過説明があ りま

した。また、高橋はるみ知事が、直接、文化団体に贈る賞は、唯 一この選奨だけなのですと、重い言葉

に感慨深かったです。自然保護協会の皆様方には、当会発足当初から支えて戴 きましたこと厚 くお礼 申

し.ヒげます。(夕 張市在住)
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報 告

自然保護学校に寄せて
1撚 保護学校長 鮫 島 惇 一 郎

北 海道 自然 保護協会で は、毎年 「自然保護i学校」 を開いてお ります。今年2007年 でユ0回目を

むかえて しまい ま した。第1回 の 開校 は、1997年 で したか ら、…昔前 とい うことにな りましょ

うか。

その間、講師役 を担 って くださった方 々は60名 に もな ります。現在北海道が抱 え込 んでいる

自然 保護iの課題 と対策が 中心で はあ りますが 、 ひい ては地球規模の課題 まで踏み込 んだお話 に

続 いて まい りま した。 身近 な課題 を解決す る には、 よ り幅広い視野 に立 って、判断 、対策 を考

えな くては ならない とい うこ となのです 。

生物 は一応 、植物 と動物 に分 け られてお りますが 、近 ごろどう も人物 とい う区分 けを しな く

ては ならないのか なあ と思 っています 。人物 は植物 と動物の営みがあ っては じめて存在 で きる

物 なのですが 、芝居 を演 じ、機械 、器具 を造 り動か し、命 まで操 ろう としてい ます。 これは も

う人類が、動物 の域 か らはみ出 している証 であ りましょう。 豊かであ った 自然の恩恵 を忘 れ始

めてい る、で はな く忘 れている といって も過言で はないで しょう.

それ に加 えて、人類が 「金の亡者」 になって いるこ と(こ れ も動物 の域 か らはみ だ してお り

ます)が 、 自然 界の最大 の敵 といえ ましょ う。その代 表が 「開発」 と 「戦争」です。

「メビウスの帯」 とい うのが あ ります 。裏 も表 もない存在 として知 られてお ります が、 「自

然」 と 「開発」 や 「戦争」 とは、 どうもこの関係 の ように思 えてな りませ ん。未来永劫 につづ

く課題か もしれ ませ ん。

だか ら といって、手 をこまぬいているわけ に もい きませ ん。子供や孫 、曾孫 、その孫 た ちに

も少 しで もよ りよい生活環境 、 と りもなお さず 自然環境 を受 け渡 してや らなければな らないの

です 。そのため には、 まず身近な 自然 の理解 と、破壊 か らの対策 を しっか りと築 いてや らねば

な りませ ん。 これの積み重ねがやがて地球 を救 う課題 に繋 がるのです 。

10年 の講座を続けてきて、惜 しかったなあ

と思 うことがひ とつあ ります。講師 を務め

て くだ さった諸先 生の貴重な講義録 を きち

ん と造っておか なか ったことですc10年 分

を一冊の本 に してお けば、すば ら しい 「北

海道の 自然保護読本」 になったの になあ と

慧偲 に堪 えませ ん。お詫 び申 し上 げる とと

もに、これ までのお力添 えに心か ら感謝 申

しあげ ます。

最後 にな りますが 、 これ まで保護i学校 を

支 えて下 さった福 地郁子 さんな らびに他 の

方 々にお礼 を申 し上 げ ます。

自然保護学校で挨拶する鮫島校長(当 協会専 門委員)
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侵幸 告

自然保護学校を終えて
自然保護学校担当常務理事 福 地 郁 子

自然や自然保護 に関わる良質な話題を提供することが 目的の協会事業 として、ユ992年か ら

「自然保護講座」を年 ユ回開き、5年 続けました。当時、小暮得雄会長が任期を終える最後の理

事会の中で、「講座 」 を発展 させ、気軽に市民が受講できる常設の自然保護学校の形を続けて

欲 しいと希望 されました。常設は出来ませんで したが、1997年 か ら鮫島1享一郎校長、佐藤謙副

校長のバ ックアップをもらい自然や自然保護に関わる本物の話題提供に10年間学校を開校する

ことが出来 ました。開校時の俵浩三会長には自然の中味やテーマ性について的確な助言をもら

い、続ける事が出来ました。後の記録にあ りますように初回は頑張って8講 座を行い、2、3

回Uは 昼の部、夜の部 と多 くの方に受講 していただきました。天候の蘭係で道外や道東の講師

が予定通 り到着するか、遠 くは留萌、伊達、白老などからの受講者が来ているため講義が予定

の時刻に終了できるかなど心配の種はつきませんでした。60回の講義中、1度 だけ講師の怪我

で急遽、他の講師にお願いした事があ りましたが、予定通 り実施が出来ましたのも事務局、理

事の連携によるものと感謝 してお ります、,io年間10回 の閉校式には簡単な修了証と必ず、鮫島

校長の好意により校長手書 きの絵ハガキや冊子のプレゼントがなされ受講生共々励 まされまし

た。

私 自身の知的好奇心は満足 しましたが、司会の能力不足か ら講師の持ち味を充分ご案内出来

なかった事を深 く反省いたしてお ります。校長も指摘 されたように言い訳になりますが、マン

パ ワー不足から講義録から文書をおこせなかった事を本当に残念に思ってお ります。

…旦区切 りをつけ今回で終了 しましたが
、少 し時間をいただき、さらに充実 した内容の学校

がどのような形で出来るか検討 したいと思います。

自然 保 護 学 校 記 録 自然 保 護 学 校 長=鮫 島惇 一 郎 副 校 長:佐 藤 謙

第1回(1997.10.13～1998.1.19)

!0月13日 「身近 な自然」鮫 島惇一郎(自 然環境研 究室 主宰)

10月20日 「高 山における自然の変遷」高橋伸幸(北 海学 園大学教授)

11月10日 「植物版 ・レッ トデーターブックの現状 」高橋英樹(北 大付属植物園助教授)

11月17日 「北 の森 のけ もの達 一ヒグマ を中心に一」青井俊樹(北 大付属苫小牧演習林長 ・助教授)

12月1日 「北 海道の川の魚 たち:過去 と未来」前川光司(北 大付属雨龍演習林 ・助教授)

12月8日 「シマフクロウからみた北海道の 自然」早 矢仕有子(北 大付属動物染色体研究施設)

1998年

1月12日 「国立公 園 と国有林」俵 浩三(専 修大北海道短期大教授)

1月19日 「どの ように自然 を護 るか」 畠山武道(北 大法学 部教授)市 川守引、(弁護士)

第2回

昼 の部(1998.11.12～12.10)

11月12日 「身近 な自然」鮫 島惇一郎(自 然環:境研 究室主宰)

1!月19日 「サ ケのお話」木村義一(前 千歳サケのふる さと館館長)

11月26日 「動物 医の本音」森 田正治(道 東野生動物保護セ ンター長)

12月3日 「環境 ホルモ ンと自然保護」神原昭子(日 本消費者連盟運営委員)

12月10日 「自然 を護iるために」俵 浩三(専 修大北海道短期大教授)
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夜の部(11.11～12.16)

11月11日 「身近な 自然」鮫 島惇一郎(自 然環境研究室主宰)

11月18日 「動物 医の本音」森田正治(道 東野生動物保護 センター長)

11月25日 「環境 ホルモ ンと自然保護i」神原昭子(日 本消 費者連盟運営委 員)

12月2日 「サケのお話」木村義…(前 千歳サ ケのふるさ と館館長)

12月9日 「移 入動物 ア ライグマの現状」池 田 透(北 大文学部助教授)

12月16日 「自然 を護るために」俵 浩三(専 修大北 海道短期大教授)

第3回

昼の部 、夜の部 とも同 日(1999.11.10～12.9)

11月10日 「国後島 に見た 自然」鮫 島惇一郎(自 然 環境研 究室主宰)

11月19日 「海の獣 一鰭脚類 を知 ろう」和 田一雄(野 生生物保護学 会会長)

11月24日 「川の生 き物た ち」稗 田一俊(フ リーラ ンスカ メラマ ン)

12月1日 「続動物医の本音」森 田正 治(道 東 野生動物保護セ ンター一長)

12月9日 「渡 り鳥 は何処へ行 く」大館和広(当 協 会理事)

第4回(2001.1.30～2.27)

1月30日 「日高 山岳の魅力」鮫 島惇 一郎(自 然 環境研究室主宰)

2月6日 「日高横 断道路の問題 点」俵 浩三(専 修大北海道短期大教授)

2月13日 「北海道 の動物」 阿部 永(北 大 名誉 教授)

2月20日 「日高 の植物」佐藤 謙(北 海学 園大学教授)

2月27日 「壮大 な 日高 の成 り立ち」平川一臣(北 大大学院地球環境科学研究科教授)

第5回(2002.1.29～3.9)

1月29日 「ビオ トープについて」鮫島惇 一郎(自 然環境研究室主宰)

2月5日 「自然観 察のこ と始 め」俵 浩三(専 修大北海道短期大名誉教授)

2月12日 「生 き物 の里 をつ くる仲間た ち」伊達佐重(当 協会常務理事)

2月19日 「植物 か ら学 ぶ」佐藤 謙(北 海学園大学教授)

2月26日 「川を中心 とした環境学習」根岸 徹(北 海道自然観察協議 会理事)

3月6日[自 然 保護講 演会 と兼ね る]

「トラジ ロウ(ヒ グマ)の コリ ドーとその保 全」青井俊樹(岩 手大 農学 部環境 課森林科学講座教授 ・日本 ク
マ ネッ トワー ク代表)

第6回(2003.2.5～26)

2月5日 「お花畑か ら?」 鮫 島惇一郎(自 然環境研 究室 主宰)

2月19日 「こん なに違 うアメ リカの野生生物保護 政策」市 川利美(ナ キ ウサギふ あん くらぶ代表)

2月26日 「自然再生推進法で 自然 は再生 で きるのか」佐藤光子(弁 護士)

3月5日 「日高 山脈の これ か ら」俵 浩三(専 修大北海道短期大名誉教授)

第7回(2004.2.17～3.16)

2月17日 「北海道 の森林 の移 り変わ り」鮫 島惇 一郎(自 然環境研 究室主宰)

2月24日 「北海 道の公共事業 」俵 浩三(専 修大北海道短期大名誉教授)

3月2日 「アセスを読 む」佐藤 謙(北 海学園大学教授)

3月9日 「川 ・ダムを科学 的に検 証す る」佐々木聡(フ リーランスカメラマ ン)

3月16日 「水 とダムの法的問題 ・日米の比較」市川守弘(弁 護士)

第8回(2005.3.2～3.30)

3月2日 「知床の世界遺産への現状」石川幸男(専 修大北海道短期大教授)

3月9日 「鳥か ら見た風力発電施設」 白木彩子(北 大大学 院地球環境科学研究科'博士研 究員)

3月16日 「野幌森林公園の 自然 と森林管理」奥 谷浩一(札 幌学 院大学教授)

3月23日 「釧路湿原 自然再生事業 の経過 と現状」杉 沢拓 男(NPO法 人 トラス トサル ン釧 路理事)

3月30日 「21世紀の北海道 の国立公 園」俵 浩 三(専 修大北 海道短期大名誉教授)

第9回(2006.3.1～3.22)

3月1日 「北海道 のコウモ リ」柳 川 久(帯 広畜 産大野生生物管理研究室)

3月8日 「北海道 の淡水魚 ・外 来魚」 帰山雅 秀(北 大大学院水産科学研究院)を 予定が講師事故 のため急 遽変更 「コマ

クサ とル ピナス、植物 の外来種 問題」佐藤 謙(北 海学園大学教授)

3月15日 「大型猛禽類 の現状 」白木彩子(北 大 大学院地球環境科学研究科)

3月22日 「北海 道の希 少植 物保護の現状 一 ヒダカソウを例 に して 一」西川洋子(北 海道環境科 学セ ン ター 自然 環境 部

植物環境科)

3月29日 「昆 虫は北 海道の冬 をどの ように して越す のか」片桐千傍(北 大低温科学研究所)

第10回(2007.2.6～3.6)

2月6日 「北 海道の河川 と淡水魚」帰 山雅秀(北 大大学 院水産科学研 究院教授)

2月13日 「セ イヨウマ オオルハ ナバチの北海道へ の侵 入 と在 来生物へ の影響 」永光輝 義(森 林総合研 究所 北 海道 支所

研 究主任)

2月20日 「北海道の アオサ ギの生息状況 とその変 遷」松 長克利(北 海道アオサギ研 究会代表)

2月27日 「ア ライグマ 防御 一現状 と今後 の課題 一」池田 透(北 大大学院文学研 究科助教授)

3月6日 「スズ メの大量死 を振 り返って」黒沢令 子(ス ズ メネ ッ トワー ク事務局)
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最近の自然情報

コラム

その2

国 際 惑 星 地 球 年(IYPE:lnternationalYearofPlanetEarth)を 迎 え て

在 田 一 則

第22回 国連 総 会(2006年12月)は2008年 を国 際 惑 星 地球 年 とす る こ とを決 議 しま した 。実 際 の 期

間 は そ の 前 後 を含 む2007-2009年 です 。 国際 惑 星 地 球 年 のli的 は 、一 般 に は な じみ の薄 い地 学(地

球 科学 〉が実 は我 々 の 生 活 あ る い は 人類 の 将 来 に深 く関 連 して い る こ とを よ り多 くの 人 に理 解 して

い た だ く こ と と、 地 球科 学 に携 わ っ て い る 者た ちに 自分 らの 成 果 を社 会 に還 元す る た め に 「社 会 の

た め の 地球 科学 」 を これ まで以 ヒに 意識 させ る こ とに あ り ます 。

地球 はす べ て の 生 物 の基 盤 で あ り、 自然 そ の もの で す 。 また 、 地 球 温 暖 化 、 酸 性 雨 、 自然 災 害

(噴 火 ・地 震 ・津 波 ・十砂 崩 れ ・台 風 な ど)、 エ ネル ギ ー ・鉱 物 資 源 の枯渇 、地下水 汚 染 、オ ゾ ンホ ー

ルな ど211Hr紀 に お け る 人類 の課 題 とい わ れ る諸 問 題(戦 争 ・核 問 題 ・南北 問 題 ・宗 教 問 題 な ど の重

要 課 題 は 除 い て)は す べ て に 地球 が 関 わ っ てお り、 そ の 多 くは 地球 と人類 の相 互 作 用 の 産物 で す 。

自然 保護iの問 題 も地 球 と人類 との 相互 作 用 の 結 果 とい え ます 。 …般 に 、 自然 保 護 とい う と有 機 質

自然 を 考 え が ちで す が 、 自然 に は 無機 質 自然 もあ ります 。 前 回紹 介 した ジ オ ダ イバ ー シ テ ィの保 全

で す 。 日本列 島 は 、 地 球 で 最大 の 陸 と海 の境 界 にあ り、 火 山 噴 火 や 地震 が 世界 で もっ と も盛 ん な地

域 の … つ で す 。 さ ら に中緯 度 の ア ジ ア モ ンス ー ン地 帯 に あ り、侵 食 され起 伏 に富 ん だ 地形 が 、台 湾

に近 い亜 熱 帯 の 島 か ら流氷 の接 岸す る北 海道 まで3,000km以 上 に わ た っ て 続 く と い う 、 地 球 で も特

異 な 自然 環 境 に あ ります 。 い っ ぽ う、 日本 は人 日密 度 が もっ と も大 き く、 また もっ と も工 業 化 した

地域 で す 。 した が って 、 日本 は ジ オ ダイ バ ー シテ ィ保 全 の モ デ ル ケ ー ス とな りえ ます 。 こ の よ う な

こ と を理 解 して い た だ くこ と も国 際惑 星 地球 年 の 役 割 の 一 つ で し ょ う。

2007年通常総会と公開講演会のお知ちせ

2007年 度通常総会 と公開講i演会 を次の要領 で開催いた します。

野外活動 には非常 に良い時節ではあ りますが 、万障繰 り合わせ の上、 ご参加 の程 よろ しくお

願い致 します。

総 会

日 時:2007年5月26日(土)13:00か ら15:20ま で

場 所:北 大学術交流会館 会議室(札 幌市北 区北8条 西5丁 目)

*総 会終了後 同 じ場所 において一般 の方 も参加 した講演会にな ります。

購 演 会:15:30か ら17:00(15:20よ り受付)

演 題:「 ヒマ ラヤ は我 々にどの ように影響 してい るか
一 ヒマラヤの生い立ち とア ジアモ ンスー ンー」

講 師:在 田 一則氏(北 海道大学総合博物館研究員)

在 田一則氏 プロフ ィール

札幌市 出身、当協会常務理事

地質学 の専 門家で あ り、06年11～12月 もネパ ールに調査 に行かれ、3月28日 現在再 び

ネパ ールに行 かれています。最新の体験 も含 めてお話 を聞 くことがで きる と思 い ます 。

また、北大総合博物館 には在 田さんの採取 され た岩石標本が多数展示 されてい ます 。
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*お 知らせ コーナー*

寄 贈 図 書 紹 介

■ 「知 床 の 植 物II」

中川元 さん より 斜里町立知床博物館編集

(斜里 町 ・斜 里町教育委員会発行)

■ 「鳥 た ち に 明 日 はあ る か

(景 観 生 態 学 に学 ぶ 自然 保 護)」

スズメネ ッ トワー ク 黒沢令子 さんよ り

ロバ ー ト ・A・ ア スキ ンズ著 黒沢令子訳

(文一一総 合出版発行)

■ 「新 北 海 道 の 花 」

北大 出版会 よ り

梅 沢俊 著(北 大出版会発行)

■ 「高 尾 山 の ちい さ な山 の命 た ち」

高 尾山の 自然 を守 る市民 の会 橋本良仁 さんよ り

(か もがわ出版発行)

2007年1月

14日

17日

20日

25日

活 動 日 誌

26日

2007年2月

6日 緑資源幹線林道道有林に係わる 「第5回 」

道庁交渉

第10回 自然保護学校(1講)・ 開校式

11日

13日

19日

20日

23日

27日

サ ンルダム問題対策会議出席(旭 川)

第6回 拡大常務理事会

天塩川水系河川整備計画(原 案)の 住民

説明会傍聴(名 寄、士別)
エゾシカ保護管理計画の変更に係わる公

聴会での公述

会報132号 発送

北海道自然保護i連合常務委員会出席

自然保護学校(2講)

第7回 拡大常務理事会

自然保護学校(3講)

天塩川水系河川整備計画(原 案)に つい

ての記者会見(旭 川市政記者クラブ)

自然保護学校(4講)

要 望 書 な と

●1月23日 国立・国定公園の指定及び管理運営

に関する検討についての要望書(環 境省宛)

●1月25日 天塩川河川整備計画原案についての

開発局との会談申入れ書(旭 川開発建設部宛)

14団体連名

●1月31日 天塩川河川整備計画案についての開

発局への会談再申入書(旭 川開発建設部宛)

14団体連名

●2月6日 緑資源幹線林道のうち道有林部分の

事業評価および公益的機能に関する質問書(道

知事宛)大 規模林道問題北海道 ネットワーク5

団体連名

●2月7日 天塩川河川整備計画原案についての

開発局への会談再申し入れに関する文書回答の

要請(北 海道開発局長宛)

●2月14日 河川行政の民主化を求める要望書提
出(国 土交通大臣宛)66団 体連名

●2月16日 天塩川河川整備計画原案についての
北海道開発局との話 し合いの実現に関する要請

文(国 土交通省北海道局長宛)14団 体連名
・住民等の意見を尊重 した天塩川河川整備計画

案の作成を求める要請文(国 土交通大臣 ・道知

事宛)14団 体連名

●2月20日 桧山森林管理署管内見市川流域にお

けるサクラマス等の保護iに関連 した 「河床路」

改良等の要望書提出(道 森林管理局長 ・桧 山森

林管理署長宛)

新 会 員 紹 介

2006年12月 ～2007年2月

【A会員】我妻 尚宏、小平真佐夫

編 集 後 記

今回は、年度末の忙 しい時期に皆さんに原稿を
お願い しましたがどうにか年度内に発行すること

ができました。本当に有難うございました。環境

について声高に叫ばれる様な時代になって も北海

道の自然環境破壊の問題は山積み されています。
一・i人…人が声をLげ ることで多 くの人に問題点を

知 らしめる事が大事だと思います。

(編集委員 荻田 雄輔)

会費納入のお願い
会 費納 入 につ い て は 日頃 ご協 力 をい た だ い て

お り ます が 、 未納 の 方 は 至 急 納 入 下 さい ます よ

うお 願 い い た し ます 。

個 人A会 員4,000円

個 人B会 員2,000円

(A会 員 と同 … 世帯 の 会 員)

学 生 会 員2,000円

団 体 会 員1[15,000円

〈納 入 口 座 〉

郵 便 振 替[座02710-7-4055

北 洋 銀 行 大 通 支 店(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

〈口 座 名 〉

社 団法 人 北 海道 自然 保 護 協 会

※ この紙は再生紙 を使用 しています。
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